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十
月
一日
午
前
十
一時
半
か
ら

福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
福
岡
市
腎
友
会
通
院
介
護
送

迎
セ
ン
夕
I
「
ス
テ
ッ
プ
福
岡
」

創
立
一周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

『さ
わ
や
か
』
か
ら
は
八
幡
事

業
所
の
山
田
と
小
倉
事
業
所
の
梶

原
の
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
他

に
は
来
賓
の方
々
、
腎
友
会
の方
、

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
方
々
そ

し
て
利
用
者
の
方
な
ど
、
五
十
数

名
で
し
た
。
浜
辺
事
務
局
長
の
開

会
の
言
葉
と
黙
と
う
で
始
ま
り
ま

し
た
。

真
砂
会
長
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

の
皆
様
や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

先
生
方
へ
の
感
謝
と
「ス
テ
ッ
プ

福
岡
」
の
現
状
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。来

賓
挨
拶
に
は
重
松
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
の
重
松
勝
先
生
を
始
め
と

し
て
平
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
王
幸

則
先
生
、
白
十
字
病
院
の
大
里
紳

一郎
先
生
な
ど
、
病
院
側
か
ら
見

た
通
院
介
護
の
状
況
な
ど
を
お
話

し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
佐
賀
県
腎
協
会
長
の

冨
崎
様
、
長
崎
県
腎
協
会
長
の
北

川
様
、
福
岡
県
腎
協
会
長
の
毛
利

様
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
・交
流
会
が
始
ま
り
・、
そ

の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
皆
様
の

紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
熱
心

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。 最
後
に
真
砂
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
が
あ
り
要
閉
じ
ま
し
た
。

参
加
し
て
改
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
の
皆
様
へ
の感
謝
、
行
政
な
ど

か
ら
の
理
解
を
得
る
た
め
に
大
変

な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

. 

す
が
す
が
し
い
秋
空
の
ご
と
く

す
ば
ら
し
い
コー
デ
ィ
ネ
1
夕
- 

さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様
に
支
え

ら
れ
福
岡
の
透
析
患
者
さ
ん
は
幸

せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
「ス

テ
ッ
プ
福
岡
」
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

海
外の
ボラ
ン
ア
イ
ア
さ
ん

細
か
一り・.:.｠
"
｠
"
の一..:お
..便
り
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様

し
ば
ら
く
ご
無
沙
汰
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
. 

「さ
わ
や
か
」
の
ス
夕
ッ
フ
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
九

月
二
十
五
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
共
和

国
バ
ン
ド
ン
市
に
入
国
し
二
十
六

日
ょ
り
任
務
の
為
、
指
定
の
職
場

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
当
地
に

着
任
し
て
早
や
二
週
間
が
過
ぎ
、

私
生
活
の
面
で
も
余
裕
が
出
て
き

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
筆
を
取
る

事
に
し
ま
し
た
。
今
回
当
地
に
勤

務
す
る
事
に
な
っ
た
理
由
は
国
際

協
力
事
業
団
(J
A
C
A
)
か
ら

の
要
請
で
当
バ
ン
ド
ン市
に
あ
る
、

金
属
機
械
工
業
研
究
所
と
称
す
る

所
で
、
鋳
造
(鋳
物
)
技
術
の
指

導
育
成
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。
私

に
は
指
導
を
す
る
ほ
ど
の
技
術
の

持
ち
合
わ
せ
が
あ
る
か
ど
う
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
更

の
方
々

の
推
薦
に
ょ
り
当
任
務
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
の
で
任
務
の
遂
行
に
専

念
す
る
っ
も
り
で
す
。
今
回
任
務

背
景
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お

い
て
は
、
自
動
車
、
電
気
製
品
、

機
械
等
の
組
立
産
業
に
部
品
を
供

給
す
る
の
に
十
分
な
育
成
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
経
済
開
発
の
原
動

力
と
位
置
付
け
ら
れ
る
工
業
化
の

推
進
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。 鋳

造
技
術
は
、
産
業
発
展
の
代
表
的

な
要
素
技
術
の - 
っ
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
国
内
企
業
関
連
の
組

立
産
業
の
要
求
に
見
合
っ
た
品
質

及
び
高
精
度
の
部
品
を
安
定
的
に

供
給
す
る
の
が
難
し
く
、
量
的
に

も
、
国
内
需
要
を
国
内
生
産
で
カ

バ
ー
出
来
ず
、
輸
入
に
依
存
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
政
府

は
、
研
究
所
の
強
化
に
ょ
り
、
同

国
の
産
業
構
造
を
強
化
・高
度
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
技
術
協
力
を
日

本
政
府
に
要
請
し
て
き
た
も
の
で

す
。大

変
分
か
り
に
く
い
こ
と
を
書

き
並
べ
ま
し
た
が
、
今
頃
の
日
本

の
気
候
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 私

が
日
本
を
離
れ
る
こ
ろ
ま
で
は
、

残
暑
が
厳
し
く
汗
を
ふ
き
な
が
ら

空
港
ま
で
移
動
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。 多
分
今
頃
は
過
ご
し

や
す
い
気
候
に
成
っ
て
い
る
事
と

推
察
し
ま
す
。 当
地
で
は
、
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
日
陰

と
か
、
部
屋
の
中
は
快
適
な
生
活

が
出
来
ま
す
。 こ
れ
か
ら
雨
期
に

入
り
ま
す
の
で
毎
日
の
よ
う
に
一

時
的
な
雨
が
降
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 日
本
で
は
、
少
し
ず
っ寒

く
な
っ
て
参
り
ま
す
。 江
頭
会
長

始
め
ス
夕
ッ
フ
の
方
々
、
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
皆
様
の
健
康
と
ご

活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し
て
筆
を
下

ろ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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国
国
国
国

前
回
号
は
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
し
た
が
、
と
て
も
好
評
で

「さ
わ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
」 
一同

喜
ん
で
い
た
の
も
っ
か
の
間
、
今

回
号
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
早
く
も

悩
ん
で
お
り
ま
す
。

持
続
す
る
事
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
江
頭
会
長
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
読
者
の
皆
様
、
し
ば

ら
く
は
長
~
い
目
で
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。 
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今回より始まりました透析病院紹介のコーナーです。
第 1 回目は門司港腎クリニックです。 場所は観光地でもある

「門司港レトロ」のすぐ近くにあります。 4 階建てのビルで患
者さんは現在3 0 名の方が通院され、 9 0 名まで透析可能だそ
うです。 平成 11 年 12月 1 日開業で、出来立てほかほかの病院
です。 

田中院長先生を筆頭にス夕ッフの方5 名に事務員さん 2 名の
とてもアットホームな透析病院です。 先生はもちろんス夕ッフ
の方々の透析への理解、患者への心くばりなど、いっもカンファ
レンスが行われているようです。
院長先生の温厚なお人柄で、患者さんも安心して透析生活が

出来ると思います。
7 月に田中先生より患者さんのボランティア依頼の連絡があ

り、「さわやか」の活動内容等熱心に質問され、病院内にポス
夕一を掲示してくださったりと「さわやか」事業に賛同してく
ださいました。 新しい病院でもあり、先生にお会いしてみたい
こともあって、見学を申し出たところ快くお受けいただき、早
速行って来ました。
約東の午前11時にうかがうと白衣を翻しスニーカ一姿で出迎

えてくださいました。 一目みて「活動的な先生だな」と感じま
した。 受付 ・待合室 ・更衣室 ・検査室 ・透析室と案内していた
だき、最後にアットホームな雰囲気の食堂にて田中先生のお話・
を伺いました。 お話の内容を先生ご自身がまとめて下さいまし
たのでご紹介致します。
当院の理念 :
心と身体のケアをチーム医療で実践し地域医療に貢献する。
当院は地域の透析施設の不足から誕生しました。 透析医療を

中心に地域医療に貢献することが当院の責務と考えています。 
透析医療では、透析患者さんが元気で長生きして頂けることを
目指しています。 患者さんのお話に聴きいり.、毎日朝夕のカン
ファレンスと院内LA N システムを通じて患者さん情報を共有
化し、良質な透析医療を供給しています。 透析液は開業以来配
管末端ET (エンドトキシン) 値が感度以下を維持し、 5 時間

,

門司港青クリニック 院長 田中秀欣先生
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院長プロフィ ール
田中秀欣 たなか ひでよし

S37年、北九州市小倉生まれ。 S62年九州大学医
九州大学医学部第二内科入局、死の宣告から見事
していく導入患者さんを目の当りにし、腎臓専門l
関連諸施設 (九州大医学部付属病院、同腎疾患

に勤務この間、九州大学大学院医学系研究科にお
の研究に従事し博士号修得。 基礎研究に没頭する
“最先端の研究であっても、物言わぬDNAに愛i
と臨床、特に維持透析療法を指向し、 H11年12月 1 

透析を主流としています。 腎臓の代わりに体にたまった老廃物
を抜く治療ですから、患者さんには、じっくりたくさん透析で
除去するようにお話しています。 その効果は、宣血の改善、食
欲亢進など明らかです。 その延長として、オンラインHD F も
開始します。
また、腎臓病外来では栄養指導などの患者教育に力を入れ、

地域にお役立てればと、日躍以外は内科外来を毎日診療してい
ます。

透析医療は確立された感がありますが、未解決な問題が少な
くありません。 若くして開業したので、これから10年、 20年か
けて挑戦していきたいです。 生まれたばかりの透析施設ですが、
志は高く、診療は地道にと、ス夕ッフ一丸となって努力してい
ます。 
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0 

0 

〔ちょっとひとこと〕
当院は、九州で最も北のてっぺんにある透析施

設です。 関門トンネル口傍で、関門海峡を望む観
光地“門司港レトロ”に立地しています。 門司港
は、海と山に囲まれ、海の幸は豊富で、空気はき
れい、穏やかな住みやすい町です。 
皆様、門司港を宜しく 。 

〔スタッフからのひとこと〕
院長の“自称独創的アイデア”が、 windowsの

アシス夕ントへルプのイルカ君のように跳び跳ね
ています。 

をモット - に頑張っています。 
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